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２．これまでの改定内容のおさらい

①工事用仮設配管
②舗装先行工事における給水管径
③既設給水管の材質に起因するリスク
④換算栓数の数え方

水 道



①工事用仮設配管

これまで

SSP使用給水装置

排水設備 勾配・埋設等

本設と同様の基準で…



①工事用仮設配管

これから
給水装置

排水設備

工事用

１３号様式

構造及び材質基準に
適合した材料

JWWA

仮設材料使用可

JSWAS



本管から第一止水栓までの取り出し口径（最低）はφ25mm

第一止水栓より先は
取り出し口径以下。
計画している給水量
の見合った口径。

本管、給水管を問わず測量する。

配水池

φ25mm
φ20～25mm

例

②舗装先行工事における給水管径



LP.GP.CP等の給水管を使用する場合

お客様に十分説明を行い

了承を得てから提出

既設鉛管○○mmを使用します。

誓約文は以後不要

③既設の給水管の材質に起因するリスク



他の水栓と同時に使用することの多い水栓（ ）のみ対象

例

給湯器
屋外の水栓

バルコニー水栓
など

同時使用しない

〝換算栓数に

含めなくても良い″

④換算栓数の数え方

常時水栓



④換算栓数の数え方
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ロ－タンクストレ－ト弁

立混合ストレ－ト弁万能水栓

混合シャワ－

(2)

立混合ストレ－ト弁

ロ－タンクストレ－ト弁

(3)

※記載なき水栓類の口径はφ13とする。
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工 事 種 別
工 事 番 号工事事業者名

LP
φ

2
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※個人宅の場合は、

住所表記とすること。

(1)

品　名

(1)

(3) 床暖房用熱源機

(2)

給　湯　器（エコジョーズ）

C 付 ボ　ー　ル 弁

C 付 ボ　ー　ル 弁

浄　水　器
ア　ン　グ　ル　弁

配 水 池 名

個人名は記入せず、

赤で記載する。（水栓に結線しない）

仮設

トイレ

これまでは

9栓

給湯器

水栓柱



④換算栓数の数え方
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※個人宅の場合は、

住所表記とすること。

(1)

品　名
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(3) 床暖房用熱源機

(2)

給　湯　器（エコジョーズ）
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これまでは

9栓

給湯器

これからは

水栓柱7栓

散水栓

バルコニー
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２．これまでの改定内容のおさらい

⑤ドレン排水
⑥自費施行申請

下水道



エアコン等のドレン排水（給湯器除く）処理は、

汚水系統、雨水系統または浸透施設へ接続してください。

⑥ドレン排水

汚水 雨水 汚水

エアコン等 給湯器

浸透



⑥自費施行申請

こ
れ
ま
で

同時申請 排水計画申請 自費施行

掘削申請

こ
れ
か
ら

下水道でも可能に！

排水計画申請
（給排水審査係）

自費施行
（給排水管理係）

掘削申請
（建設部）

〝同時承認″

〝同時申請″
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24時間
チャート

３．７月から改定する内容について

システム静水圧値×0.9

３F ⇒ ≧0.2
３F+R ⇒ ≧0.25３F建て

3階直結給水水 道

マッピングの
属性で確認

現地で水圧測定を

お願いします！！
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図面作成方法の変更（水道）水 道

①書式変更
②立面図の作図範囲
③管種・口径の表記方法
④個人情報の取り扱い
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※個人宅の場合は、

住所表記とすること。

(1)

品　名

(1)
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(2)
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①書式変更

・申込年月日

・設置場所

・工事事業者名

・工事種別

・配水池名

・工事番号
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②立面図の作図範囲



全てメーター先まで作図

メーター先まで作図すれば、
その先は省略できる

②立面図の作図範囲

これまでは 専用住宅のみ

これからは すべての申請
本管、給水管を問わず測量する。

配水池

※審査及び検査を行う上で立面図が必要な場合は別途作図していただく場合があります。
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と記載する。
※既設ﾒｰﾀｰ使用した場合は

先 分 岐 工 法工　法
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φ13

φ13

φ13

φ13

φ
1
3

φ
1
3

C
P
EP

φ
1
6

１
0.6

ＨＩＶＰ

Ｓ－３１６φ２０

φ１００ＡＤＩＰ

立　面　図

0.6

0.2

0.9

1.8

設 置 場 所申込年月日 工 事 番 号

LP
φ

2
0

空 地

〇〇マンション

〇〇町〇-〇-〇

〇〇町〇-〇-〇

〇〇マンション

空地

(3) 床暖房用熱源機

浄　水　器(2)

給　湯　器（エコジョーズ）

C 付 ボ　ー　ル 弁

(1)

C 付 ボ　ー　ル 弁

工事事業者名

ア　ン　グ　ル　弁

※個人宅の場合は、

住所表記とすること。
個人名は記入せず、

工 事 種 別

配 水 池 名

管種・口径を図示

③管種・口径の表記方法
先分岐工法

CPEP
in φ20×1
out φ13×6

in out表記なし

HIVPφ20

CPEPφ13

CPEPφ16

SSPφ20
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※個人宅の場合は、

住所表記とすること。
個人名は記入せず、

in out表記なし

管種・口径を図示

③管種・口径の表記方法
ヘッダー工法

CPEP
in φ20×1
out φ13×8

CPEPφ13

CPEPφ20
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④個人情報の取り扱い

○○町○-○-○
※個人宅の場合は、
個人名は記入せず、
住居表示とすること。

マンション名、店舗等の
目印となるものの名称
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４．７月から改定する内容について

図面作成方法の変更（下水）下水道
①書式変更
②立面図の作図範囲
③管種・口径・勾配の表記方法
④地盤高の記載
⑤最終ますの深さ
⑥雨水排水管
⑦個人情報の取り扱い
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0.
5

1.5％

φ
1
5
0

VUφ150

VPφ75
露出配管

No.8No.6 No.9No.7

No.3

No.4

No.0 

No.1

No.5

No.10

No.2

配管立面図

No.5

No.4

No.3

4.3

4.8

Ｇ
Ｔ

※申請時には不要

仮設

トイレ

赤で記載する。（実線でますにつなぐ）

〇〇マンション

空 地〇〇町〇-〇-〇

※グリーストラップ等の阻集器を
設置した系統のみ屋外排水設備の
前後のますまで作図すること。

〇〇町〇-〇-〇

住所表記とすること。
個人名は記入せず、
※個人宅の場合は、

H=900

①書式変更

・申込年月日

・設置場所

・工事事業者名

・工事番号



設 置 場 所 工事事業者名

案 内 図 Ｈ〇〇年 〇〇 部 Ｐ.〇〇〇 〇－〇 申請地

申込年月日

工 事 番 号

竣　工　図１
１

（１００）

１Ｆ平面図

玄

UB
洗面

市道ＡＳ
４．０m

２Ｆ平面図

台所
GL+100 GL+100

GL+100

GL+100

GL±0

合流

ＧＴ

※　記載なき配管はVUφ100　2.0％

1.30.73.0

1
.3

4
.8

4.
3

2
.8

0.
6

3.6

0.
5

1.5％

φ
1
5
0

VUφ150

VPφ75
露出配管

No.8No.6 No.9No.7

No.3

No.4

No.0 

No.1

No.5

No.10

No.2

配管立面図

No.5

No.4

No.3

4.3

4.8

Ｇ
Ｔ

※申請時には不要

仮設

トイレ

赤で記載する。（実線でますにつなぐ）

〇〇マンション

空 地〇〇町〇-〇-〇

※グリーストラップ等の阻集器を
設置した系統のみ屋外排水設備の
前後のますまで作図すること。

〇〇町〇-〇-〇

住所表記とすること。
個人名は記入せず、
※個人宅の場合は、

H=900

②立面図の作図範囲



※審査及び検査を行う上で立面図が必要な場合は別途作図していただく場合があります。

②立面図の作図範囲

グリーストラップ等の阻集器
を設置した系統のみ

屋外排水設備の前後のますまで



設 置 場 所 工事事業者名

案 内 図 Ｈ〇〇年 〇〇 部 Ｐ.〇〇〇 〇－〇 申請地

申込年月日

工 事 番 号

竣　工　図１
１

（１００）

１Ｆ平面図

玄

UB
洗面

市道ＡＳ
４．０m

２Ｆ平面図

台所
GL+100 GL+100

GL+100

GL+100

GL±0

合流

ＧＴ

※　記載なき配管はVUφ100　2.0％

1.30.73.0

1
.3

4
.8

4.
3

2
.8

0.
6

3.6

0.
5

1.5％

φ
1
5
0

VUφ150

VPφ75
露出配管

No.8No.6 No.9No.7

No.3

No.4

No.0 

No.1

No.5

No.10

No.2

配管立面図

No.5

No.4

No.3

4.3

4.8

Ｇ
Ｔ

※申請時には不要

仮設

トイレ

赤で記載する。（実線でますにつなぐ）

〇〇マンション

空 地〇〇町〇-〇-〇

※グリーストラップ等の阻集器を
設置した系統のみ屋外排水設備の
前後のますまで作図すること。

〇〇町〇-〇-〇

住所表記とすること。
個人名は記入せず、
※個人宅の場合は、

H=900

③管種・口径・勾配の表記方法 メインで使用する
管種・口径は
注釈表記も可

設 置 場 所 工事事業者名

案 内 図 Ｈ〇〇年 〇〇 部 Ｐ.〇〇〇 〇－〇 申請地

申込年月日

工 事 番 号

竣　工　図１
１

（１００）

１Ｆ平面図

玄

UB
洗面

市道ＡＳ
４．０m

２Ｆ平面図

台所
GL+100 GL+100

GL+100

GL+100

GL±0

合流

ＧＴ

※　記載なき配管はVUφ100　2.0％

1.30.73.0

1
.3

4
.8

4.
3

2
.8

0.
6

3.6

0.
5

1.5％

φ
1
5
0

VUφ150

VPφ75
露出配管

No.8No.6 No.9No.7

No.3

No.4

No.0 

No.1

No.5

No.10

No.2

配管立面図

No.5

No.4

No.3

4.3

4.8

Ｇ
Ｔ

※申請時には不要

仮設

トイレ

赤で記載する。（実線でますにつなぐ）

〇〇マンション

空 地〇〇町〇-〇-〇

※グリーストラップ等の阻集器を
設置した系統のみ屋外排水設備の
前後のますまで作図すること。

〇〇町〇-〇-〇

住所表記とすること。
個人名は記入せず、
※個人宅の場合は、

H=900

管種・口径・勾配
を図示



設 置 場 所 工事事業者名

案 内 図 Ｈ〇〇年 〇〇 部 Ｐ.〇〇〇 〇－〇 申請地

申込年月日

工 事 番 号

竣　工　図１
１

（１００）

１Ｆ平面図

玄

UB
洗面

市道ＡＳ
４．０m

２Ｆ平面図

台所
GL+100 GL+100

GL+100

GL+100

GL±0

合流

ＧＴ

※　記載なき配管はVUφ100　2.0％

1.30.73.0

1
.3

4
.8

4.
3

2
.8

0.
6

3.6

0.
5

1.5％

φ
1
5
0

VUφ150

VPφ75
露出配管

No.8No.6 No.9No.7

No.3

No.4

No.0 

No.1

No.5

No.10

No.2

配管立面図

No.5

No.4

No.3

4.3

4.8

Ｇ
Ｔ

※申請時には不要

仮設

トイレ

赤で記載する。（実線でますにつなぐ）

〇〇マンション

空 地〇〇町〇-〇-〇

※グリーストラップ等の阻集器を
設置した系統のみ屋外排水設備の
前後のますまで作図すること。

〇〇町〇-〇-〇

住所表記とすること。
個人名は記入せず、
※個人宅の場合は、

H=900

③管種・口径・勾配の表記方法

勾配は2％を注釈で表記し、
それ以外は平面図で記載

ます径の大きさが平面図で
区別がつくように図示

大きさに差がある

汚水の
排水管延長

例：記載なき配管は
VUφ100 2.0％



設 置 場 所 工事事業者名

案 内 図 Ｈ〇〇年 〇〇 部 Ｐ.〇〇〇 〇－〇 申請地

申込年月日

工 事 番 号

竣　工　図１
１

（１００）

１Ｆ平面図

玄

UB
洗面

市道ＡＳ
４．０m

２Ｆ平面図

台所
GL+100 GL+100

GL+100

GL+100

GL±0

合流

ＧＴ

※　記載なき配管はVUφ100　2.0％

1.30.73.0

1
.3

4
.8

4.
3

2
.8

0.
6

3.6

0.
5

1.5％

φ
1
5
0

VUφ150

VPφ75
露出配管

No.8No.6 No.9No.7

No.3

No.4

No.0 

No.1

No.5

No.10

No.2

配管立面図

No.5

No.4

No.3

4.3

4.8

Ｇ
Ｔ

※申請時には不要

仮設

トイレ

赤で記載する。（実線でますにつなぐ）

〇〇マンション

空 地〇〇町〇-〇-〇

※グリーストラップ等の阻集器を
設置した系統のみ屋外排水設備の
前後のますまで作図すること。

〇〇町〇-〇-〇

住所表記とすること。
個人名は記入せず、
※個人宅の場合は、

H=900

④地盤高の記載

工事事業者名 工 事 店 名

案 内 図 Ｈ〇〇年 〇〇 部 Ｐ.〇〇〇 〇－〇 申請地

申込年月日

工 事 番 号

竣　工　図１
１

（１００）

１Ｆ平面図

玄

UB
洗面

市道ＡＳ
４．０m

２Ｆ平面図

台所
GL±100 GL±100

GL±100

GL±100

GL±0

合流

ＧＴ

※　記載なき配管はVUφ100　2.0％

1.30.73.0

1
.3

4
.8

4.
3

2
.8

0.
6

3.6

0.
5

1.5％
φ

1
5
0

φ150

VPφ75
露出配管

No.8No.6 No.9No.7

H=900

No.3

No.4

No.0 

No.1

No.5

No.10

No.2

配管立面図

No.5

No.4

No.3

4.3

4.8

Ｇ
Ｔ

※申請時には不要

合流

φ
1
50

0.
6

0
.
5

自費施行

汚水

φ
1
50

0
.5

雨水

φ
20

0

1.5％ 1.5％

自費施行ありの場合 分流の場合

φ150 φ150

仮設

トイレ

赤で記載する。（実線でますにつなぐ）

〇〇マンション

空 地〇〇町〇-〇-〇

※グリーストラップ等の阻集器を
設置した系統のみ屋外排水設備の
前後のますまで作図すること。

別　　図

〇〇町〇-〇-〇

住所表記とすること。
個人名は記入せず、
※個人宅の場合は、

下水の接続箇所の地盤を±0と

した時の宅内の地盤高を表記

工事事業者名 工 事 店 名

案 内 図 Ｈ〇〇年 〇〇 部 Ｐ.〇〇〇 〇－〇 申請地

申込年月日

工 事 番 号

竣　工　図１
１

（１００）

１Ｆ平面図

玄

UB
洗面

市道ＡＳ
４．０m

２Ｆ平面図

台所
GL±100 GL±100

GL±100

GL±100

GL±0

合流

ＧＴ

※　記載なき配管はVUφ100　2.0％

1.30.73.0

1
.3

4
.8

4.
3

2
.8

0.
6

3.6

0.
5

1.5％

φ
1
5
0

φ150

VPφ75
露出配管

No.8No.6 No.9No.7

H=900

No.3

No.4

No.0 

No.1

No.5

No.10

No.2

配管立面図

No.5

No.4

No.3

4.3

4.8

Ｇ
Ｔ

※申請時には不要

合流

φ
1
50

0.
6

0
.
5

自費施行

汚水

φ
1
50

0
.5

雨水

φ
20

0

1.5％ 1.5％

自費施行ありの場合 分流の場合

φ150 φ150

仮設

トイレ

赤で記載する。（実線でますにつなぐ）

〇〇マンション

空 地〇〇町〇-〇-〇

※グリーストラップ等の阻集器を
設置した系統のみ屋外排水設備の
前後のますまで作図すること。

別　　図

〇〇町〇-〇-〇

住所表記とすること。
個人名は記入せず、
※個人宅の場合は、

＋



⑤最終ますの深さ

工事事業者名 工 事 店 名

案 内 図 Ｈ〇〇年 〇〇 部 Ｐ.〇〇〇 〇－〇 申請地

申込年月日

工 事 番 号

竣　工　図１
１

（１００）

１Ｆ平面図

玄

UB
洗面

市道ＡＳ
４．０m

２Ｆ平面図

台所
GL±100 GL±100

GL±100

GL±100

GL±0

合流

ＧＴ

※　記載なき配管はVUφ100　2.0％

1.30.73.0

1
.3

4
.8

4.
3

2
.8

0.
6

3.6

0.
5

1.5％

φ
1
5
0

φ150

VPφ75
露出配管

No.8No.6 No.9No.7

H=900

No.3

No.4

No.0 

No.1

No.5

No.10

No.2

配管立面図

No.5

No.4

No.3

4.3

4.8

Ｇ
Ｔ

※申請時には不要

合流

φ
1
50

0.
6

0
.
5

自費施行

汚水

φ
1
50

0
.5

雨水

φ
20

0

1.5％ 1.5％

自費施行ありの場合 分流の場合

φ150 φ150

仮設

トイレ

赤で記載する。（実線でますにつなぐ）

〇〇マンション

空 地〇〇町〇-〇-〇

※グリーストラップ等の阻集器を
設置した系統のみ屋外排水設備の
前後のますまで作図すること。

別　　図

〇〇町〇-〇-〇

住所表記とすること。
個人名は記入せず、
※個人宅の場合は、

H＝900



⑥雨水排水管
大曲管を使用横引管 φ75

浸透ますの設置雨水ます泥だまり
H=150

敷地面積と排水面積が異なる場合等…

例：敷地面積が200㎡を超えていますが、
排水面積（建築）は130㎡なので、
雨水排水の内径をφ100で使用します。



⑦個人情報の取り扱い

○○町○-○-○
※個人宅の場合は、
個人名は記入せず、
住居表示とすること。

マンション名、店舗等の
目印となるものの名称



検査編へ…



検 査 編

令和４年度

給排水審査検査方法の改定説明会



目 次
１． 標準的な検査の流れ（申込～しゅん工処理）

２． 現場立会検査

①給水装置工事

②私設下水道工事

３. 検査申込【一部見直し】

４． 申込時提出書類検査

５． メーター先出し

６． 分岐工事

①不断水分岐

②断水分岐

７． 適 用 日



目 次
１． 標準的な検査の流れ（申込～しゅん工処理）

２． 現場立会検査

①給水装置工事

②私設下水道工事

３. 検査申込【一部見直し】

４． 申込時提出書類検査

５． メーター先出し

６． 分岐工事

①不断水分岐

②断水分岐

７． 適 用 日



１．標準的な検査の流れ（申込～しゅん工処理）

申込者（指定工事店）
検査申込

書類検査
（立会なし）

現場立会検査
（登録有資格者立会）

し
ゅ
ん
工
処
理

合格

手
直
し
確
認

合格
（手直し有）

合格
電話連絡

確認事項なし

確認事項有

問題解決

現場立会検査
の中止

不合格

指
摘
事
項
の
是
正

担
当
検
査
員
に
報
告

再

検

査

合格
問題が解決しない

①② ③

問題解決
（設計変更等）



目 次
１． 標準的な検査の流れ（申込～しゅん工処理）

２． 現場立会検査

①給水装置工事

②私設下水道工事

３. 検査申込【一部見直し】

４． 申込時提出書類検査

５． メーター先出し

６． 分岐工事

①不断水分岐

②断水分岐

７． 適 用 日



２．現場立会検査 【①給水装置工事】

写真判定検査合格
で現場検査を省略

※現場試験が原則
・全景 １枚

・近景 各１枚
・（1.75㎫ １分/ゲージ）
・（メータBOX内）
・（静水圧/ゲージ） 計 ４枚

提
出
写
真

(

一
般
戸
建
）

耐水圧検査



（２次側）

メーター周り書類検査合格
で現場検査を省略

検
査
を
行
う
場
合

・直結増圧ポンプ

・受水槽

・特殊な給水装置類

・公共施設等

２．現場立会検査 【①給水装置工事】

（例）

宅内配管等検査



従来どおり検査

・代行者や新規受検者は、
資格の確認を行います。

立会ができる有資格者

⇒ 本市に登録された有資格者であること

水質試験

２．現場立会検査 【①給水装置工事】

水 質 検 査

有資格者立会の確認



最終ますを開けて、

管径、管種、流れ（汚水）の検査を行います。

誤接続確認検査
〝検査内容は当日、

検査員から指示します"

２．現場立会検査 【②私設下水道工事】

従来どおり検査

打音検査等

雨水

汚水

音あり！
音なし

最終ます検査

検査
内容



写真判定検査（公共施設への接続）

２．現場立会検査 【②私設下水道工事】

接続か所注意

モルタル防護状況 表面仕上げ状況

流末接続検査

※私有地内の場合は、現場検査



書類検査合格で現場検査を省略

検
査
を
行
う
場
合

・グリース阻集器

・マンホールポンプ

・公共施設等

２．現場立会検査 【②私設下水道工事】

（例）

宅内配管等検査



目 次
１． 標準的な検査の流れ（申込～しゅん工処理）

２． 現場立会検査

①給水装置工事

②私設下水道工事

３. 検査申込【一部見直し】

４． 申込時提出書類検査

５． メーター先出し

６． 分岐工事

①不断水分岐

②断水分岐

７． 適 用 日



３．検査申込【一部見直し】

現在の方法を継続

しゅん工図等の
必要書類を持参し、
窓口へ

書類確認

受付職員による
書類の確認
（受け取り）

検査予約

各自、予定表に
記入し、完了

検 査

書 類

現場立会

検査申込

検査申込書新様式 検査予定表新様式 区域割の見直し

４
月
か
ら

見
直
し

申 込 手 順
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４．申込時提出書類検査

確認事項がある場合は、局検査員より電話連絡
をします。

検査前日までに、解決しない場合は、現場検査を中止
することがあります。

書類検査
（立会不要）

現場検査前日までに実施
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５．メーター先出し

検査申込書（図面等含む）
耐水圧試験関係書類

の提出

写真判定

耐水圧検査の写真判定

メーター先出し

検査申込窓口で受領

検査申込

条 件 検査申込＋耐水圧試験合格

〝合格″

Φ２０㎜メーターを２個まで
※３個以上、２５㎜以上は検査員と協議

検査申込書、検査予定表のメーター先出し欄に

〇をつける
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６．分岐工事 【①不断水分岐】

せん孔径 20ｍｍ・25ｍｍ 50ｍｍ 75ｍｍ以上

耐水圧試験 1.75㎫ 1分

検査方法 写真判定検査 現場立会 現場立会

せん孔資格者
確認

写真確認
（黒板に名前・番号記入）

現地確認 現地確認

特 例
検査員と協議の上、
写真検査に代える
ことができる。

資料を提出すること
で、耐水圧試験を
1.23㎫ １０分で行
うことができる。

備 考 予定表に記入
（５０㎜は写真判定検査の場合） 忘れずに！



６．分岐工事 【②断水分岐】

２週間以上

従来どおり（局職員による断水作業）

断
水
分
岐
申
請

局
検
査
員
の
事
前
指
名

検
査
申
込

断

水

施

工

事

前

相

談
事前相談を経ないと
申込はできません。

現 場 立 会
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７．適 用 日

適用日は、７月１日

新検査 ⇒ 基本
従来検査 ⇒ 併用 ※検査員に相談

申請済みで現場が既に進んでいる場合



ご清聴ありがとうございました。



上下水道局ホームページ：トップページ ＞ 事業者の皆さまへ ＞ 給排水装置に関する情報 ＞ 各種書式のダウンロード 給水装置関係

上下水道局ホームページ：トップページ ＞ 事業者の皆さまへ ＞ 給排水装置に関する情報 ＞ 各種書式のダウンロード 排水設備関係

https://www.water.yokosuka.kanagawa.jp/tech/kyuhaisui.html

ただいま質疑応答中です…
※ zoomの方は、参加できません。


